
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
四
月
二
十
五
日
（
太
陽
暦
の
六
月
十
二

日
）
、
現
埼
玉
県
飯
能
市
坂
元
一
二
九
八
番
地
の
本
橋
家
で
、
我
が

国
で
初
め
て
の
帝
王
切
開
術
が
伊
古
田
純
道
と
岡
部
均
平
と
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
成
功
し
た
こ
と
は
、
本
学
会
に
よ
る
昭
和
六
十
二

年
の
記
念
碑
建
立
以
来
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
手

術
に
際
し
、
術
者
伊
古
田
が
拠
り
所
と
し
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
・

ラ
イ
デ
ン
大
学
サ
ロ
モ
ン
原
著
の
〈
函
四
口
巳
①
目
眉
目
芹
号
く
①
『
‐

盲
禺
宮
口
号
〉
の
第
２
版
を
矢
田
部
卿
雲
が
翻
訳
し
た
『
撒
氏
産
論
」

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
私
は
一
九
九
三
年
九
月

十
一
日
、
日
藺
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学

部
教
室
で
、
我
が
国
最
初
の
帝
王
切
開
の
背
後
に
ラ
イ
デ
ン
大
学

産
科
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
、
今
回
は
ラ

イ
デ
ン
で
得
ら
れ
た
調
査
結
果
も
交
え
て
、
サ
ロ
モ
ン
の
伝
記
に
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「
撒
氏
産
論
」
の
原
著
者

ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
サ
ロ
モ
ン
に
つ
い
て

石

原

力

つ
い
て
述
べ
た
い
。

ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
。
Ｓ
・
サ
ロ
モ
ン
（
⑦
ｇ
三
号
い
げ
一
○
日
目
）
は
、

一
七
七
四
年
四
月
二
十
六
日
ダ
ン
ッ
ィ
ッ
ヒ
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ

ダ
ニ
ス
ク
）
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
両
親
か
ら
、
商
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
十
四
歳
の
と
き
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
ラ
テ
ン
語
学
校
へ
入

学
、
後
そ
こ
の
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
。
九
七
年
八
月
三
日
「
骨

軟
化
症
、
し
か
も
比
較
的
ま
れ
な
症
例
に
つ
い
て
」
と
い
う
学
位

請
求
論
文
で
（
内
科
）
医
学
博
士
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
彼
に
と

っ
て
夢
の
国
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
念
発
起
、
古
い
プ
ロ
シ
ア
を

見
棄
て
て
ア
メ
リ
カ
を
訪
ね
よ
う
と
旅
行
に
出
掛
け
た
。
彼
が
ラ

イ
デ
ン
ヘ
来
た
の
は
、
九
七
年
八
月
三
日
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

彼
は
そ
こ
で
聡
明
に
し
て
進
取
的
な
い
］
・
即
侭
目
目
の
教
授
に

出
会
っ
た
。
そ
し
て
乞
わ
れ
て
解
剖
、
生
理
、
病
理
、
産
科
の
講

義
を
大
学
で
受
け
持
っ
た
。
学
生
を
教
え
る
の
が
優
れ
て
い
る
の

を
み
た
卑
属
ｇ
目
の
は
、
彼
に
ラ
イ
デ
ン
で
身
を
固
め
る
よ
う
に

す
す
め
た
。
一
八
○
二
年
、
彼
は
バ
プ
テ
ス
ト
派
の
キ
リ
ス
ト
教

会
へ
変
っ
て
］
①
四
目
吊
冨
且
の
匿
言
の
国
巨
厨
①
ロ
⑱
と
結
婚
し
た
。
し

か
し
妻
が
二
七
年
に
な
く
な
っ
て
、
彼
は
三
九
年
に
シ
眉
の
冒
匡
①

国
亀
冒
呂
と
再
婚
し
て
い
る
。
一
八
○
四
年
に
は
市
産
科
医
と
な
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り
、
ま
た
助
産
婦
学
校
講
師
に
も
な
っ
て
、
六
三
年
（
八
十
九
歳
）

ま
で
そ
の
職
を
続
け
た
。
彼
は
産
科
医
と
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
以
外
に

も
多
く
の
患
者
を
獲
得
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
繊
細
な
態
度
に
よ

る
も
の
だ
と
い
う
。
一
八
一
七
年
頃
彼
は
産
科
鉗
子
の
や
や
改
変

型
を
考
案
し
、
し
ば
し
ば
使
わ
れ
た
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
産
婦
人
科

教
室
の
学
生
自
習
室
に
あ
る
多
数
の
鉗
子
の
中
か
ら
、
国
２
馬
刷

教
授
の
案
内
で
実
見
で
き
た
。
ま
た
彼
は
骨
盤
計
も
報
告
し
て
い

る
。
一
八
二
五
年
、
彼
は
目
毛
昌
の
後
継
者
と
し
て
ラ
イ
デ
ン
大

学
産
科
教
授
に
任
命
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
結
局
国
３
①
耐

が
選
ば
れ
た
。
二
七
年
に
は
国
王
二
三
房
言
一
世
に
よ
り
オ
ラ
ン

ダ
人
と
宣
言
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
彼
が
自
分
か
ら
求
め
て
帰
化
の

た
め
の
書
類
を
送
付
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
四
五
年
に
は
開
業
を
や
め
た
。
四
八
年
八
月
学
位

取
得
五
十
年
の
機
会
に
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
医
学
部
か
ら
、

賀
状
と
共
に
（
内
科
）
医
学
並
び
に
外
科
学
博
士
と
し
て
の
更
改
さ

れ
た
証
書
を
受
領
し
、
後
ハ
ー
レ
ム
の
オ
ラ
ン
ダ
学
術
協
会
か
ら

五
十
年
会
員
と
い
う
こ
と
で
銀
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
た
。
一
八
六

五
年
八
月
七
日
に
ラ
イ
デ
ン
で
九
十
一
歳
で
死
去
し
た
。
彼
の
墓

所
を
知
る
た
め
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
へ
行
き
調
査
し
て
貰
っ
た

が
、
当
時
の
書
類
は
未
整
理
で
、
多
数
あ
る
中
か
ら
探
し
出
さ
ね

ば
な
ら
な
い
と
し
て
断
ら
れ
た
。
百
年
以
上
も
経
っ
た
墓
所
は
改

葬
さ
れ
る
の
が
多
い
（
胃
ｇ
教
授
）
の
で
、
存
在
し
な
い
か
も
し

れ
な
い
。

公
文
書
館
で
得
た
『
ラ
イ
デ
ン
及
び
近
郊
の
歴
史
・
考
古
学
年

報
、
一
九
七
八
年
」
掲
載
の
少
．
三
』
ご
ｇ
９
房
‐
国
呂
○
言
教
授
の

サ
ロ
モ
ン
に
つ
い
て
の
論
文
に
は
、
彼
の
肖
像
が
あ
る
。
彼
は
一

九
世
紀
の
初
め
、
か
つ
ら
と
シ
ャ
シ
胸
部
の
ひ
だ
飾
り
を
や
め
て
、

黒
い
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
と
黒
い
タ
イ
を
つ
け
た
硬
い
カ
ラ
ー
に
か

え
て
。
五
十
年
間
そ
れ
を
変
え
な
か
っ
た
。
患
者
の
病
と
死
の
た

め
で
あ
っ
た
。

（
賛
育
会
病
院
）

(31）3］


